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 （イ）選択科目 

授業科目

(履修区分)  
有機農業概論 

（選択科目） 
担当教員 澤田 博光 

対象年次 研究科２年 期  別 令和９年度前期 

単 位 数 ２単位 
講義： ２単位 

時 間 数    ３０時間 
実習：  単位 

授業の目的

及び概要 

本授業では、有機農業推進法（H18年制定）に基づく持続可能な農業を行うための

「循環型農業」の目標である「１．食と人々の融和」、「２．有機農業と科学技術の融

和」生産者と生活者をつなげる「３．人と人の融和」を実現するための考え方や有機

農業に関する生産のしくみや科学技術要素について学びます。 

授業の到達

目標 

達成目標は、有機農業の現状課題と解決に向けた取り組みについて学習すること

で、持続可能な循環型農業を可能とする有機生産システムのしくみと科学技術の知識

を身につけ、社会での実践の場で活用できるようになることです。 

授業の方法 

講義は、対面の授業を中心とする。授業では、課題レポートに提出による自主学習

を取り入れる。 

※１：第10回以降は、授業の後半に学生によるプレゼンテーションの 

時間を設営する。 

※２：授業終了後に当日の授業の振り返りとして、講義ノートの提出を 

   求める。 

 

授業内容 

主な講義内容 講義 実習 

1 ガイダンス（授業内容の説明、教員自己紹介） 

2 有機農業の定義／有機農業を取り巻く状況 

3 有機農業のこれまでの歴史 

4 有機農業の科学的研究 

5 循環型農業を促すヒント 

6 有機農産物の品質（ほんとうに美味しいか） 

7 農産物の新しい見方  

⋆ プレゼンテーション資料の作成（自主学習） 

8 循環している農業（食育と循環教育） 

9 「有機農業の科学と技術」に学ぶ  

10 有機農業の実践農家から学ぶ  

11 果菜類、葉菜類への有機液肥の利用 

12 低炭素社会の実現に向けた有機農業 

13 持続可能な社会に適した有機農業/まとめ  

14 学期末試験 
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テキスト 中野明正著 インテグレーテッド有機農業論 誠文堂新光社 

※各自で電子書籍を購入のこと（中古の市販本あり） 

※参考書は、必要に応じて授業の中で指示する。 

成績評価 

の方法 

講義ノートの提出（30％）＋プレゼンテーション（30％）＋期末試験（40％） 

備  考  
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